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事業者名 九州産交運輸株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

人々が心身ともに豊かに働く場を提供し、”人の絆”と”実践力”を磨くことで生まれる優れたサービス力で豊かな
企業価値を創出し、社会に貢献し、地域に愛される企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該
当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新
時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」
と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

CO2排出量の削減
全車両台数のうち、環境適合車両の割合
を年5％ずつ増加させる。

社会

経済

環境

従業員の健康を守るための取組み
健康増進支援の継続実施（インフルエン
ザ予防接種・健康診断再検査・重度の
睡眠時無呼吸症候群治療への補助）

社会

経済

環境

高齢者が働きがいをもって働ける環境づくり
再雇用率70％以上を目標に、70歳まで
働ける雇用環境の実現
2024年64％→2027年70％以上

社会

経済

ステークホルダーから求められる環境保全への目標を達成するための取り組みを推進すると共に、企業内部にお
いても、従業員一人ひとりの状況に応じ、働きやすい職場環境の整備を図る。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2022年　14台/318台（4.4％）
2023年　12台/295台（4.1％）
2024年　16台/302台（5.3％）

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

CO2排出量の削減
全車両台数のうち、環境適合車両の割合
を年５％ずつ増加させる

新車導入費用の高騰等により目標を下回る結果となっ
た。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

健康増進支援の継続実施（インフルエン
ザ予防接種・健康診断再検査・重度の
睡眠時無呼吸症候群治療への補助）

前期の指標に対する実績

従業員の健康を守るための取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

インフルエンザ予防接種の費用補助・・・コロナ禍によりイ
ンフルエンザの予防接種者が一時的に減少。
健康診断再検査の費用補助・・・再検査の受診率が向上し
ている（2022年59.5％→2023年78.1％）。
重度の睡眠時無呼吸症候群治療の費用補助・・・補助制度
を利用することで適切な治療を受けやすくなっている（制
度利用者 2022年2名→2023年6名）。

三側面
（分野に☑）

シニア社員としての継続雇用を働きかけており、目標の
70％を超える再雇用率を実現している。

2022年6名、再雇用率85％
2023年19名、再雇用率86％

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

インフルエンザ予防接種補助制度利用者
2022年50名、2023年44名
健康診断歳検査補助対象者
2022年73名、2023年71名
重度の睡眠時無呼吸症候群治療補助
対象者
2022年2名、2023年6名

高齢者が働きがいをもって働ける環境づくり
再雇用率70％以上を目標に、70歳まで
働ける雇用環境の実現

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


